









査した結果、2020 年 10 月１日現在での大学（学
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「ａ . とても参考になった」11 名の 21％と「ｂ . 
参考になった」27 名の 51％を合わせた、38 名の
72％が参考になったと回答しており、「ｃ . あま













たところ、「ａ . 就職先の選び方」17 名、「ｂ . 試
験内容や対策」18 名、「ｃ . 就職先情報（仕事内
容、福利厚生など）」25 名、「ｄ . 就職後の状況」






















「ａ . 就職活動のスケジュール」18 名、「ｂ . 求人
票の見方」17 名、「ｃ . 持ち物、身だしなみ」15
名、「ｄ . 就職活動時のメイク」８名、「ｅ . 電話
の掛け方」21 名、「ｆ . 試験対策（面接、小論文
例など）」25 名、「ｇ . 就活関連書類の見本（履歴
書、自己 PR 例など）」34 名、「ｈ . 就活情報サイ
トのリンク（ハローワークなど）」４名、「ｉ . 社



































ろ、「ａ . 保育士」42 名、「ｂ . 幼稚園教諭」12 名、



















































この結果を割合で見ると、回答者 53 名中、「ａ . 
とても満足」は 20 名の 37％で、次に、「ｂ . 満
足」は 21 名の 40％、「ｃ．やや満足」は 10 名の
19％で、「ｄ . やや不満」１名は２％、無回答１
名が２％であった。このことから、「ａ . とても
満足」37％と「ｂ . 満足」40％を合わせると 77
％となり、概ね学生はキャリア支援に満足してい
ることが示された。次に、どのような点が満足に
繋がっているか理由を分類したところ、「ａ . と
ても満足」と「ｂ . 満足」に回答している学生の
中では、「手厚い」、「親身に」、「寄り添い」、「優
しい」等の支援の親切さ、関わりの温かさに関す
る記述が見られた。また、「細かく」、「分かりや
すく」、「詳しく」、「いつ何を聞いても」、「いつで
も」、「スムーズ」等の対応の丁寧さや迅速さに関
する理由も感じられた。「ｃ．やや満足」で理由
を記述していたのは 1 名であったが、「ほとんど
一人で就活を行った」という回答には、キャリア
支援の必要がなかったという場合もあるが、支援
が不十分であった可能性も考えられる。また、理
由の記述がないことについては、書きにくい理由
があった可能性も否定はできない。「ｄ . やや不
満」と回答した１名は「少し伝えるのが遅いとき
があります」という理由であり、恐らく就職活動
に関わる情報提供や対応の伝達の遅れを意味して
いると考えられる。上記で満足に繋がる理由の一
つとして、迅速さが含まれているのではないかと
考察したが、遅れを感じている意見があった為、
今後のキャリア支援の課題であることが示された。
そして、学生に対して温かく丁寧な関わりを心掛
けていけるよう教職員間で共有していく必要があ
る。
（７）今年度の就職活動の不安（自由記述）
就職活動で不安に感じたこと、感じていること
について自由記述での回答を求めたところ、最
も多かったのは就職試験の面接に関する不安で、
「面接で緊張してしまって言葉がでなくなりそう
で不安です」、「うまく話せるかどうか」、「面接の
質問」、「面接時の入退出の仕方」等の回答が 10
名あった。近年、保育者不足の影響により、試験
内容から実技を減らし、面接を重視することで受
験し易いようにしているという意見が就職先から
寄せられている。なかには、対応者を代えて面接
試験を２回する場合や、面接のみで試験を行う場
合も増えている。このことで、受験し易いと感じ
る学生もいれば、面接で上手く話せなかったら落
ちてしまうと不安になる学生もいるのだと思われ
る。本学では、「キャリアデザイン」の選択科目
の他に、１年生を対象とした面接練習の講座を１
月に実施している。その際に、お辞儀の仕方や面
接時の受け答え等については実践しているが、就
職活動の際に個別指導がより丁寧に行えるような
支援体制を検討していく必要があると示された。
次に多かったのは就職希望先の選択に関する不
安で、「どこが良いのか選ぶこと」、「どこに行き
たいのか分からない」、「何を決め手にすればいい
のか分からないです」、「通える範囲で自分が希望
する園が見つかるかどうか」、「選んだ所が本当に
良い園なのか」、「沢山あって本当にこの園で良い
のか」、「探しづらい」等の回答が７名あった。就
職活動に悩む学生の中には、試験や働くことに対
する不安だけでなく、自分がどうしたいのか、ど
こに行きたいのかが分からないという悩みを抱い
ている学生もいる。今後、そのような学生が将来
のビジョンを持ち、自ら進路を選択できるよう、
キャリア形成に向けた支援を充実させる必要があ
る。その為には、授業や実習での学びや経験を振
り返る際に、進路選択や理想の保育者像と繋げて
いく視点や体験の整理を支援していく必要がある
と考えられる。就職先を選択する決め手について
は個人によって異なる為、卒業生メッセージ動画
や園紹介動画等の参考にできる情報を掲載するこ
とや、コロナ禍であっても安全に見学やボランテ
ィア活動を行うことで、視点を広げる機会を増や
せるよう就職先との連携を深めていきたい。
その次に多かったのは、就職活動の状況を周囲
と比較したり、決まらないことの焦りに関する不
安で、「初めての園見学を最近行って、人よりも
就職活動が遅れているか不安」、「周りがどんどん
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就職が決まって、自分だけ取り残されているこ
とが不安」、「周りの人たちが内定をもらい始め、
焦ってしまった」、「決まらなくて焦りがすごい」、
「就職先がなかなか決まらなかったこと」、「実習
が多くあまり活動できていないし、行きたい保育
園にまだ行けていない」等の回答が６名あった。
今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
為、２年生の５月・６月の実習が延期となり、10
月から 12 月にかけて順次、３回の実習を行って
いる状況であった。その影響で、就職活動が進ま
ないことに対する不安は高いと推察される。今後、
教職員間でこのような焦りを感じている学生の心
情を共有し、支援する際の言葉掛けや対応の配慮
を慎重に行う必要がある。また、就職活動につい
ては、「急に準備をしてよく分からないまま就活
を終えたこと」、「急に物事が進んでいたので何が
何だか分からずに進みました」、「何も分からない
し、スタート時期もあいまいだったこと」、「就
職・就活時期はいつなのか、いつまでに内定をも
らえればいいのか」等のスケジュールの不明瞭さ
に関する不安の回答も４名あった。このような就
職活動時期に関する不安は、コロナ禍の影響が強
いと感じる。特に４月から６月頃は、感染防止に
努めながら就職活動をどのように行うか、保育者
養成校や就職先でも見通しを持ちにくい状況であ
った。就職希望先がオンラインでの説明会や見学
の受け入れを実施していた学生は、スムーズに就
職活動をできていた。しかし、希望地域の求人情
報が見つからない学生や、説明会やセミナーが中
止となったり、対面で開催されていても参加する
ことに不安に感じる学生たちは、きっかけが見つ
けられずに悩んでいた。その為、今年度は本学の
実習・キャリアセンターの職員が、求人票の確認
や取り寄せを支援し、就職先とのマッチングを丁
寧に行うようにしている。
その他に、就職活動の準備・方法に関する不安
として「電話の掛け方」、「履歴書があっているの
か」、「服装」等が４名、試験の結果に関する不安
として、「定員に入れるかどうか」や試験に落ち
るのではないか等といった回答が４名、就職先に
対する不安として「人間関係」等が２名、「先生
の対応がいいかげん」が１名であった。就職活動
の準備・方法に関する不安については、「キャリ
ア支援」コースに履歴書や身だしなみの見本を掲
載する対応を進めていく必要がある。また、教員
の対応に関する不安については、今後、意見を共
有して見直すことや複数の担当教員で学生を支援
していく体制を整える必要があると考えられる。
（８）本学の教職員からキャリア支援を受けたい
内容（自由記述）
本学の教職員からキャリア支援を受けたい内容
について回答を求めたところ、「就職先の選び方」
３名、「面接」２名、「園見学のこと、園の相談
等」、「どう電話したらいいか」、「出身の卒業生が
いるか」、「本学で行った実習先の実習報告書がリ
アルタイムで見れると就職活動にも役立つと思い
ます」等が各１名であった。
これらの結果について、就職先の選び方と面接
については、就職活動で不安に感じていることで
も回答が多かった為、より丁寧で分かりやすい支
援が必要であると感じられた。特に、就職先の選
び方に悩む学生には、幼稚園や施設等の各専門領
域の教員の視点や卒業生のいる就職先等の情報を
活かした支援ができるよう連携を強めていくこと
が望まれる。また、本学では実習後に学生が実習
報告書を作成し、学内サイトにデータで提出する
が、実習先からの評価が届き、教員が個別の実習
事後指導で活用した後で全学生が閲覧できるファ
イルに綴じる為、実習後すぐには見ることができ
ない状況である。しかし、就職先の情報を得たい
学生にとっては、他の学生の実習報告書を早く確
認したいと感じているのであろう。今後、書類整
理の流れや方法を検討していく必要があると感じ
られた。
（９）学外の団体・個人（卒業生を含む）等から
キャリア支援を受けたい内容（自由記述）
学外の団体・個人（卒業生を含む）等からキャ
リア支援を受けたい内容について回答を求めたと
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ころ、就職先の選択に関する「自分の希望職種の
人と交流して話を聞きたい」、「卒業生の就職先の
選び方など」、「就職の決め方について」の回答が
３名あった。また、就職後の状況やマッチングに
関する「就職後の状況」、「就職１年目の内容は何
をしているのか」、「働いてみてどうか」の回答が
３名あった。その他に「園の求人について」の回
答が１名あった。これらの結果について、就職先
の選択は、教職員からキャリア支援を受けたい内
容の質問項目でも回答があったが、就職１年目の
卒業生に業務内容や働きやすさ、マッチングの意
見等を聞きたいと考えている学生もいることが明
らかになった。しかし、就職１年目は職場の環境
や人間関係、業務内容に慣れるまで大変な時期で
ある為、状況を知ることで在学生の就職に対する
不安が高まる可能性も考えられる。大変な状況で
も就職先の先輩方からのアドバイスや研修制度が
あること等、安心できる情報と合わせて伝えてい
く方が良いと感じる。
（10）登録・活用している求人サイト（自由記述）
現在、登録や活用している求人サイトの名称に
ついて回答を求めたところ、「ハローワーク」４
名、「保育士バンク」３名、「保育士 WORKER」
２名であり、「保育士求人ナビ」、「保育ひろば」、
「マイナビ」、「保育士 BOOK」が各１名であった。
回答者数は 10 名で、その中でも複数登録・活用
している学生は３名であった。近年、保育職の求
人サイトが増加し、活用している学生も一部いる
ことが明らかになった。本学では、求人サイトの
活用について勧めてはいないが、大学に届く求人
が少なかった時期に、学生がインターネットを通
じて求人検索を行い、登録をしていたのではない
かと推察される。
今後の課題
本調査では、今年度新たに埼玉東萌短期大学の
在学生が視聴できる学内サイトとして開設された
「SAITAMATOHO. NET」内の「キャリア支援」
コースに対する学生からの意見や要望を把握し、
今後のキャリア支援の課題や改善点を検討するこ
とを目的として、２年生を対象とした質問紙調査
を実施した。
その結果、「キャリア支援」コースに掲載され
ている情報が参考になったと回答した理由には、
「分かりやすさ」や「細かさ」といった言葉が挙
げられていたが、一方で、参考にならなかったと
回答した理由には、既に進路が決まっていたこと
やコースを認知していなかったこと、内容への関
心が低かったこと等が明らかになった。今後は、
掲載時期を早め、年度当初の就職活動に対する不
安が高い時期に学生へ周知し、その後も定期的に
ホームルームや一斉連絡メール等を通じて学生全
体へ発信していく方法を検討していく必要がある。
　次に、「キャリア支援」コースに、今後、掲載
を求める意見として、求人票の見方、履歴書や自
己 PR 等の就職活動関連書類の例文が挙げられて
いた。これらは、各自の必要な時期にいつでも見
直すことができるよう、分かりやすい資料を掲載
しておくと安心できるのではないかと感じられた。
電話の掛け方についても資料掲載の要望が挙げら
れていたが、就職活動における電話での受け答え
は臨機応変な対応が求められる為、確認事項や留
意点をまとめる方法で資料を検討していくことと
する。その他に、試験対策として面接でよく聞か
れる質問例や小論文の問題例等の資料を掲載して
おくことで、キャリア支援担当教員からの個別指
導を受ける前の準備や教員間の指導の共通理解に
繋げることができると考えられる。また、求人票
については、本学に届いた全てを掲載することは、
データ容量の多さから困難であろう。しかし、実
習先や就職先として関係の深い園や施設等の求人
票を掲載していくことは、信頼関係のある安定的
な就職先の確保に繋がると考えられる。さらに、
教員が推薦する就職先の共通認識を図ることも可
能となる。
今年度のキャリアサポートプログラムの一部の
講演・講座を、教員や卒業生によるオンライン動
画や PowerPoint を用いたスライドショーに変更
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して実施した取り組みについての課題は、作成に
時間が掛かること、自由に視聴できる環境では学
生全員の視聴を促すのが困難になることであった。
保育園紹介動画についても、撮影の協力が不可欠
である為、今後、保育現場が多忙な年度当初に動
画を依頼・作成することは負担となるだろう。し
かし、次年度においても新型コロナウイルス感染
症の影響によってボランティア活動や見学、セミ
ナー参加等が困難な状況であれば、就職活動を始
める６月以降に掲載していけるよう計画的に進め
る必要がある。
学生が卒業生に聞いてみたい情報については、
就職後の状況（業務内容や働きやすさ、マッチン
グ）や就職先情報、選び方、試験内容とその対策
等が挙げられていた。今後、学生が感じている就
職できるかどうかの不安だけではなく、就職後に
続けていけるかどうかの不安に対しても緩和でき
るよう、卒業後 1 年目の勤務状況や中堅保育者の
やりがい等、勤務年数の異なる卒業生メッセージ
を準備し、キャリアの見通しを持てる情報を提供
していくことは、就業意欲やキャリア形成に効果
があると考えられる。特に、卒業後 1 年目の情報
を提供する際には、就職先の先輩方からのアドバ
イスや研修制度があること等、働くことに安心感
を持てる情報と合わせて伝えていく方が良いと感
じる。就職希望先の選び方についても、今後、学
生が将来のビジョンを持ち、自ら進路を選択でき
るよう、キャリア形成の視点を持って支援を充実
させていく必要がある。その為には、学生が授業
での学びを活かして実習での経験を積んでいくこ
とや、実習での発見や気付きを授業の学びと結び
つけて理解していくことを丁寧に行い、事後面談
等で進路選択や理想の保育者像のイメージを広げ
ていけるよう体験の整理を支援していくことも積
極的に行っていきたい。
また、今回の調査では、本学のキャリア支援に
ついて学生たちが概ね満足していることが示され
た。満足に繋がる理由として温かく丁寧な関わり
や迅速さが挙げられた為、引き続き、教職員間で
共有・連携に取り組んでいく。その際に留意すべ
きなのは、学生が就職活動の状況を周囲と比較し、
決まらないことの焦りに対する不安を感じている
ということである。今後、教職員間でこのような
焦りを感じている学生の心情を共有し、支援する
際にプレッシャーを与えないような言葉掛けや周
囲に就職活動の状況が知られないように対応する
等の配慮を行う必要がある。その他に、学生から
は就職試験の面接に対する不安の意見が多く挙げ
られていた為、面接時の振る舞いや質問例の掲載
資料や卒業生からのアドバイス動画等を活用した
丁寧な個別指導を行っていきたい。指導内容を資
料で共有できることによって、キャリア支援担当
教員と面接練習の都合が付かない場合でも他の教
員が対応でき、迅速な支援の連携を行うことも可
能になる。また、就職先を選択する決め手につい
ても、幼稚園や施設等の各専門領域の教員の視点
や卒業生のいる就職先等の情報を活かした支援が
できるよう連携を強めていくことが望まれる。さ
らに、卒業生メッセージ動画や園・施設の紹介動
画等、参考にできる情報を掲載することで、学生
は様々な視点を得ることができ、主体的に選ぶ力
を身に付けていけるのではないかと考えられる。
今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響に
よって、キャリア支援の実施方法が一部オンライ
ンとなったが、新たな取り組みによって卒業生や
信頼関係のある園からの情報提供や連携を深める
支援方法に気付くことができた。次年度も引き続
き、コロナ禍であっても安全に、安心して就職活
動ができるよう、連携を深めて課題に取り組んで
いきたい。
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－21－
奥　　恵：コロナ禍における保育者養成校の学内サイトを活用したキャリア支援の現状と課題
了予定者等の就職・採用活動及び 2019 年度
卒業・修了予定等の内定者への特段の配慮に
関する要請について」、2020. ３.13.
奥　　恵　（埼玉東萌短期大学専任講師）
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